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 研究部活動報告（研究大会報告） 
「新たな学校事務組織の構築を目指して ～システム思考による課題の構造化を中心に～」  

名事研ニュース 
発行日  令和4年3月4日 

 令和２年度に引き続き、令和３年度についても新型コロナウイルス感染症が拡大している状況を鑑み、名

古屋市立小中特別支援学校事務職員研究大会は誌面開催となりました。なかなか先行きが見えない状況

下でしたが、その中で名事研が取り組んだ活動について紹介します。 

 名事研活動にご理解・ご協力いただき、誠にありがとうございます。 

 昨年度に引き続き、新型コロナウイルス感染拡大により、本会事業運営

に様々な影響を受けました。この号でも取り上げています、市教委共催に

よる研究大会においても、昨年度に引き続き誌面での開催となりました。

世話係会を始め、多くの会が中止になりましたが、そのような中でも、研

究大会の補足説明資料をＷｅｂ上にアップしたり、自席で行える新しい研

修企画を試みたりなど、昨年度よりもステップアップした活動を行うこと

ができました。これは、専門部のみなさんが、工夫を凝らし、自校での業

務を行いながら、できることを考え実践した成果です。本会から提供して

いる予算管理ソフト「すいすい予算管理」では、「予算状況が分かりやす

くて便利」「負担軽減になってありがたい」といった言葉もいただき、会

を代表するものとして、誇らしく思うところです。 

このような実践は、専門部で取り組んでいるみなさんの、現状に甘んじず、少しでも前に進も

う、自分の職務環境はもちろん、学校を、そして、名古屋の学校事務を良くしたいという思いから

の行動です。今後も先の見通せない状況が予想される中、学校事務職員一人一人がそのような気概

で職務に取り組むことが、とても大切なことだと思います。学校の働き方を変える上で、学校事務

のできることはとても大きいと思っています。今後も学校事務職員がその専門性を発揮し、より良

い学校、そして子どもたちが安心して過ごせる環境の提供につながる活動を進めていきたいと思い

ます。学校事務職員のみなさまには、ぜひご協力いただき、自身の資質向上や学校の事務改善を図

る手立ての一つにするなどして、業務に生かしていただきたく思います。 

また、今年度の活動においても、市教委や校長会などのご助言や資料提供など、様々な場面でご

支援いただくことで進めることができました。ここで、改めて感謝をお伝えするとともに、今後と

も本会活動について、ご支援・ご協力をお願い申し上げます。  

研究部は、予測困難な時代にあっても子どもの学びを支援し続けていくことのできる、より発展

的な学校事務組織の在り方について、２か年計画で研究を進めていくこととしました。そして、今

年度は「新たな学校事務組織の構築を目指して ～システム思考による課題の構造化を中心に～」

をテーマとし、以下のような学校事務組織を巡る全国的な動向の整理や、名古屋の「学校事務の学

校間連携（以下、「学校間連携」）」の成果と課題の分析を行い、第２７回名古屋市立小中特別支

援学校事務職員研究大会で報告を行いました。 



（１）国の答申や法改正、及び政令指定都市の状況についての整理 

平成１０年以降の答申や法改正の内容をもとに、学校事務職員の関わる組織の変遷や、そこで

期待されてきた役割について整理しました。共同学校事務室等の制度化の背景には、学校の自立

性の確立や学校における働き方改革、複雑化・多様化する学校の課題への対応といった、教育全

体に関わる問題が関係していることが分かりました。 

あわせて、政令指定都市における共同実施等の実施状況を観点別に整理し、名古屋の学校事務

組織を考える上で参考としました。 

 

（２）学校間連携に関する情報整理、フレームワークによる分析 

名古屋の学校間連携について、平成２０年度一部導入以降の変遷を客観的資料から整理しまし

た。そして、現在の学校間連携の成果や課題を分析するために、「マッキンゼーの７Ｓ分析」

「ＰＥＳＴ分析」「ＳＷＯＴ分析」といった事業分析のフレームワークを用い、多角的な検討を

行いました。 

その結果、学校間連携の強みとしては「少経験者支援」「（参加者が）総務・財務の専門性を

もっていること」「近隣の学校で構成されていること」「適正化・効率化・平準化」が挙がり、

弱みとして「全体的な戦略の不足」「評価制度がないこと」「兼務発令がないこと」等が挙がり

ました。一方、外的要因である機会としては「学校におけるＩＣＴ化」「学校内での関わり」

「家庭・地域との関わり」が挙がり、脅威としては「運営面の連携」「学校事務職員関連組織

（の連携）」等が挙がりました。 

 

（３）システム思考による学校間連携の課題の構造化 

（２）で見えてきた学校間連携の課題（弱みや脅威として挙げられたもの）について、「システ

ム思考」を活用し、課題の構造化を行いました。「システム思考」とは、物事のつながりを図に

よって見える化することで、問題を生み出している「フィードバック・ループ」と呼ばれる因果

関係を明らかにし、真の原因や解決策を探る思考法です。この方法を用いて、学校間連携の課題

を一つ一つ深く掘り下げて検討していきました。そして、発展的な組織を検討していく上で力点

とするべきポイントを以下のようにまとめました。 

    
さらに、他の組織との関係においては、「教育行政と学校事務を地続きのものとして捉え、視

点を共有しつながりを強化していくこと」や、「学校事務に関係する各組織・団体の目指すビ

ジョンを、学校事務職員自身が明確に理解し、それぞれの運営に努めていくこと」が重要である

と考えました。 

① 学校の現状や課題を把握した中長期的で具体的な目標と戦略設定 

② 学校運営と学校間連携の取り組みを効果的につなげる仕組みの創出 

③ 兼務発令等の投資的な制度導入を視野に入れた、校内の事務的職務の整理 

来年度の研究では、こうしたポイントを踏まえ、より発展的な学校事務組織の在り方を検討し

ていきます。また、関係各所と連携し、調査や検証を行うことで、実現可能性の高い組織像をお

示ししたいと考えています。ご理解、ご協力の程、よろしくお願いいたします。 



 事務局活動報告 

令和３年度は、名事研のテーマ「つながり ひろげ 学び 育む ～新時代のあるべき学校像を

目指して～」が３年目となります。 

名事研の統括的な立場で組織の運営にあたる事務局は、名事研組織の事業計画の策定を始め、名

事研事業のあり方の検討、各専門部活動や世話係会との連携が円滑に図れるように活動していま

す。 

本年度も、新型コロナウイルス感染症拡大の影響は避けられず、令和２年度と同様に書面（メー

ル）による総会開催を始め、世話係会は複数回が中止となり、研究大会も誌面で開催することとな

りました。そのような中、例年通り行事予定の作成や世話係会を始めとした派遣依頼の送付、事務

職員間のつながりを支援する事務職員名簿や名事研要覧２０２１を発行することができました。ま

た、外部団体とはメールで連絡を取り合い、政令市事務研の調査や全事研を通じた文科省のヒアリ

ングに協力することができました。 

世話係会では、名事研がこれからも活動し続けていくためにはどうしたらよいか協議を進めまし

た。その中で名事研の土台である各区事務研の課題がうっすらと見えてきたのではないでしょう

か。各区の状況が違う中、一つの策で全てを解決することは困難ですが、名事研は協議会組織とし

て、目標達成のために総括・調整を行い、区事務研や専門部と連携して取り組みを進めていきたい

と考えています。  

 情報部活動報告 

名事研事業を内外に発信する広報活動に加え、少経験者が見ても分かりやすく、実務に役立つコ

ンテンツを提供しています。また、他都市調査や情報調査等で様々な情報をデータ化し、研究活動

に寄与できるような活動を行っています。 

予算管理ソフト（すいすい予算管理）のバージョンアップ 
昨年度公開した予算管理ソフト「すいすい予算管理」を、さらに使いやすくした「すいすい予算

管理Ver2.0」を作成し、ホームページに掲載しました。そして、活用方法を広報誌「じむけん！」

や全体研修会で紹介しました。 

名事研ホームページの更新 
対外的広報と会員支援を目的としている名事研のホームページの管理・運営を行い、名事研事業

の紹介や、スキルアップ・実務に役立つ情報、学校事務ハンドブック、研究部通信等のコンテンツ

を掲載しました。 

広報誌の作成 
名事研事業の対外的なＰＲ及び学校事務の職務の方向性を考えるきっかけとなることを目指して

「名事研ニュース」を発行し、各学校長と関係機関に配布しました。また、専門部や名事研事業を

身近に感じてもらうための会員向け広報誌「じむけん！」をメールで配信しました。 

情報調査 
名古屋の学校事務職員の現状を数値的データとして把握し、今後の研究や事業の参考にするた

め、会員向けに情報調査を行い、その結果を統計学的に分析しました。 

使用している予算管理ソフト すいすい予算管理 支出明細 

※情報調査の結果より抜粋 



発行 名古屋市立小中特別支援学校事務研究協議会情報部 問い合わせ先 齊藤 綾子（六郷小学校） 

 名事研研修部では今年度、令和２年度に実施できなかった集合型（対面型）の研修会事業の再開

を計画していました。研修会再開に向けて「名古屋市立小中特別支援学校事務研究協議会 研修会

開催のためのガイドライン」を策定（令和３年６月）し、感染症対策を徹底した研修会の実施を予

定していましたが、緊急事態宣言の発令やまん延防止等重点措置の適用といった社会的な情勢を考

慮し、計画の変更を余儀なくされました。今年度も集合型の研修会の再開は不可能だと判断し、代

替手段として、会員が自らの学校を離れることなく研修に参加できるようなこれまでにない仕組み

を考えた結果、メールや「ＬｏＧｏチャット」（庁内ネットワーク接続端末等で使用できる自治体

専用ビジネスチャットツール）を活用した研修会を実施することとしました。 

 また、昨年度も作成した自主研修資料「Ｓｏｌａ」を今年度も引き続き作成し、名事研ホーム

ページ上で公開しました。 

 研修部活動報告 

事務－Ｇｙｍステップアッププログラム（経験者向け研修会） 
「学校施設のリスク管理」をテーマとし、学校事務職員の視点から学校施設のリスクを捉えて事前

に対処できるようにしたり、校内の他の職員との協働等について考えたりする機会としました。資

料とワークシートを活用した自席研修として開催した本研修会は、受講者が作成したワークシート

を研修部で集約し、その集約結果を受講者全員で共有することにより、他者の視点や考えを知る機

会となるよう努めました。ワークシートの集約・共有はイントラメールを利用して行いました。  

全体研修会 
「ＩＣＴ環境整備」「学校間連携」「予算管理」の３つのテーマ

を扱い、資料配布による自席研修と、ＬｏＧｏチャットの機能を

用いたオンライン研修を組み合わせた形で実施しました。受講者

の方にはそれぞれ希望するテーマの資料やワークシートを用いた

自席研修に事前に取り組んでいただいた上で、ＬｏＧｏチャット

を活用して他の受講者との意見交換やデータ共有を行いました。 

 ＬｏＧｏチャットの利用は、自席研修が「配布された資料を各

自で読むだけで終わってしまう」ことを防ぎ、他の受講生との意

見交換や交流の機会が持てるようにすることをねらいとして、本

研修会の実施方法として取り入れました。当日の参加や画面上の

操作がスムーズに行えるよう、研修会用のＬｏＧｏチャットマ

ニュアルを事前に作成・配布するとともに、限られた時間の中で

も活発な意見交換となるよう、研修部員の進行のもとリアルタイ

ムに文字やデータでのやり取りを行いました。 

自主研修資料「Ｓｏｌａ」教科書給与編 
 パソコンやスマホから取り組むことのできる自主研修資料

「Ｓｏｌａ」を作成し、名事研ホームページ上にて公開しま

した。今年度は研修部が以前に作成・公開していたＳｏｌａ

「教科書給与」編をリニューアルし、内容の見直しや最新の

情報への更新、スマホでの画面表示への最適化などを行いま

した。教科書給与に関する法的根拠などの基礎的な知識、転

入や転出の際に必要な事務処理などを各自で学ぶことができ

る資料としました。感染症の拡大状況等に左右されずに研修

が行える「Ｓｏｌａ」は、今後も会員が研修機会を確保でき

るツールとして活用できるように、継続的に発展させていき

たいと考えています。 

※一部画像の編集を行っています。 


